
新
島
襄
全
集
編
集
委
員
会
編
・
同
朋
舎
刊

舮
膨
r

第
1
巻
教
育
編

解
題
・
河
野
仁
昭

わ
が
国
の
近
代
教
育
の
濫
鰐
の
時
代
に
、
先
覚
者
の
一
人
で
あ
っ
た
新
島

嬰
が
抱
き
つ
づ
け
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
も
と
づ
く
教
育
の
理
想
と
、
そ
の

理
想
の
実
現
を
め
ざ
し
て
苦
闘
し
た
跡
を
雄
弁
に
物
語
る
教
育
関
係
草
稿

露
録
な
ど
八
0
余
篇
が
、
こ
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
の
演

説
.
翻
草
稿
や
「
理
事
功
程
希
」
も
、
こ
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

新
島
の
教
育
と
帯
に
関
す
る
全
容
を
と
ら
え
う
る
。

(
発
売
中
六
、
 
0
0
0
円
)

長
す
咳
"

圃
第
2
巻
宗
教
編

解
題
・
高
橋
虔

教
育
者
新
島
襄
は
、
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
近
代
化
の
緒
に
つ
い

た
ぱ
か
り
の
わ
が
国
で
、
ほ
ぽ
全
国
を
伝
道
行
脚
し
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教

全
W
巻

界
の
指
導
的
役
割
を
担
っ
た
巨
星
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
新
島
の
説
教
と
宗
教

演
説
の
草
稿
を
中
心
に
、
一
致
・
組
合
両
教
会
の
合
併
問
題
に
関
す
る
意
見

草
稿
、
み
ず
か
ら
創
設
し
た
京
都
第
二
公
会
の
「
録
事
」
、
聖
書
を
学
ん
だ

跡
を
し
め
す
史
料
等
、
第
一
四
0
篇
が
こ
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
て
、
キ
リ

ス
ト
者
新
島
襄
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。
(
発
売
中
七
、
 
0
0
0
円
)

皿
第
3
巻
書
簡
編
1

解
題
・
杉
井
六
郎

新
島
襄
は
書
簡
の
人
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
彼
に
ま
と
ま
っ
た

著
述
が
な
く
、
か
つ
て
書
簡
以
外
の
史
料
が
、
あ
ま
り
公
に
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
書
簡
に
お
い
て
彼
は
、
そ
の
思
想
や
信
条
ひ

い
て
は
人
間
性
を
、
も
っ
と
も
自
在
に
表
現
し
え
た
、
と
み
ら
れ
る
か
ら
で

(紹介)
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あ
っ
た
。
遺
し
た
量
も
ま
た
豊
富
で
あ
る
。

彼
の
和
文
書
簡
は
、
従
来
約
六
八
0
通
が
公
刊
さ
れ
た
が
、
こ
の
全
集
で

は
新
た
に
約
二
0
0
通
を
加
え
て
、
二
分
冊
と
し
九
。

こ
の
巻
に
は
、
嘉
永
五
年
に
十
歳
の
新
島
七
五
三
太
が
、
安
中
藩
家
老
尾

崎
直
裾
差
出
し
九
瓢
に
は
じ
ま
り
、
明
治
二
十
年
に
至
る
約
四
0
0
通

を
収
録
す
る
。

第
4
巻
書
簡
編
Ⅱ

明
治
二
十
一
年
か
ら
、
四
十
七
歳
の
生
涯
を
閉
じ
九
二
十
三
年
一
月
ま
で

の
約
五
0
0
通
(
年
代
不
詳
を
含
む
)
を
収
録
す
る
。

同
志
社
大
学
設
立
の
た
め
の
募
金
運
動
に
関
す
る
書
簡
が
多
い
が
、
教
育

や
伝
道
に
関
す
る
占
簡
も
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
こ
の
時
期
、
悲
願
を
訴
え

る
新
島
の
声
は
い
っ
そ
う
熱
を
帯
び
、
真
惰
の
吐
露
は
い
っ
そ
う
端
的
に
な

り
、
た
と
え
ば
「
良
心
ノ
全
身
二
充
満
シ
タ
ル
丈
夫
ノ
起
リ
来
ラ
ン
事
ヲ
望

テ
止
マ
サ
ル
ナ
リ
L
 
と
い
っ
九
不
朽
の
象
徴
的
な
名
句
が
記
さ
れ
九
の
で
あ

ナ

な
「
函
館
脱
出
之
記
」
「
航
海
日
記
」
な
ど
の
他
、
伝
道
や
募
金
運
動
の
九

め
に
全
国
を
行
脚
し
九
彼
の
旅
行
日
記
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
人
間
新
島
襄
を

知
る
う
え
で
も
、
こ
れ
ら
は
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

こ
の
巻
に
は
ま
た
、
新
島
が
日
記
・
書
簡
そ
の
他
に
書
き
と
め
た
漢
詩
、

和
歌
、
俳
句
な
ど
も
収
録
す
る
。
(
発
売
中
七
、
 
0
0
0
円
)

第
5
巻
日
記
・
紀
行
編

解
題
・
杉
井
六
郎

新
島
襄
の
処
女
航
海
の
手
記
「
玉
島
・
兵
庫
紀
行
L
 
に
は
じ
ま
り
、
最
晩

年
の
「
漫
遊
記
事
」
ま
で
、
彼
の
十
六
冊
の
日
記
血
打
類
の
す
べ
て
を
、

こ
の
巻
に
収
め
る
。
従
っ
て
こ
の
巻
に
は
、
ス
リ
リ
ン
グ
で
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

■
第
6
巻
一
央
文
圭
白
簡
編
解
題
・
オ
ー
テ
ス
.
ケ
ー
リ

新
島
襄
が
実
の
父
母
の
ど
と
く
慕
い
、
ま
九
、
そ
の
恩
愛
を
生
涯
忘
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
九
ア
ル
フ
ィ
ー
ア
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
に
書
き
送
っ
九
書

信
三
 
0
余
通
な
ど
、
合
計
三
二
0
余
通
の
英
文
書
簡
を
収
録
す
る
。

こ
れ
ら
の
書
簡
に
ょ
っ
て
、
同
志
社
お
よ
び
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
.
キ
リ
ス

ト
教
界
の
現
況
、
彼
の
信
仰
と
信
条
、
願
望
や
苦
悩
な
ど
と
と
も
に
、
義
理

固
い
人
柄
の
一
面
を
も
知
り
う
る
。
ま
九
、
明
治
初
期
の
日
本
人
が
綴
っ
九

英
文
史
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
(
近
刊
)

解
題
・
河
野
仁
昭

■
第
7
巻
英
文
日
記
・
紀
行
編
解
題
・
オ
ー
テ
ス
.
ケ
ー
リ

新
島
襄
が
週
米
使
節
団
の
一
員
田
中
不
二
麿
に
請
わ
れ
、
彼
と
と
も
に
欧

米
の
教
育
事
情
を
視
察
し
九
明
治
五
(
一
八
七
己
年
以
降
、
帰
国
す
る
明

治
七
(
一
八
七
四
)
年
ま
で
の
間
に
記
さ
れ
九
三
冊
の
日
記
.
紀
行
を
は
じ

め
と
し
て
、
二
度
目
の
外
遊
中
(
明
治
十
七
t
十
八
年
)
の
六
冊
の
日
記

.

紀
行
ノ
ー
ト
な
ど
、
十
数
点
の
英
文
史
料
を
こ
の
巻
に
収
録
す
る
。
恩
人
ハ

(紹介)
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ー
デ
ィ
ー
の
す
す
め
で
書
い
た
,
,
芽
イ
0
仁
=
如
含
ご
三
、
や
、
ア
メ
リ
カ

ン
.
ボ
ー
ド
に
提
示
し
た
,
,
仂
6
ず
ゆ
ヨ
n
m
 
0
{
子
ゆ
 
m
勺
ゆ
§
同
ぐ
倉
伽
ゆ
=
昼
二
0
0

0
こ
§
气
な
ど
も
こ
の
巻
に
収
め
る
。
ま
た
、
多
数
の
自
筆
ス
ケ
ッ
チ
を

添
え
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
,
,
子
 
k
0
号
伽
曾
ご
ー
、
を
除
い
て
、
か

つ
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

臣
第
8
巻
補
遺
・
雑
編

補
遺
、
断
簡
、
学
習
ノ
ー
ト
、
募
金
関
係
史
料
、
伝
道
関
係
史
料
、
葬
儀

関
係
史
料
、
民
治
・
八
重
ら
新
島
家
史
料
、
新
島
先
生
遺
品
庫
収
蔵
目
録
、

新
島
旧
邸
蔵
書
目
録
、
文
献
目
録
、
新
島
嬰
年
譜
、
そ
の
他
を
収
録
す
る
0

新
島
の
全
体
像
を
知
る
上
に
お
い
て
不
可
欠
の
史
料
だ
と
い
い
う
る
0

盟
第
9
巻
来
簡
編

政
界
.
財
界
.
キ
リ
ス
ト
教
界
・
教
育
界
を
は
じ
め
、
同
志
社
関
係
者
、

教
え
子
な
ど
か
ら
新
島
襄
に
送
ら
れ
た
書
簡
を
厳
選
し
て
収
録
す
る
0
 
新
島

が
か
か
わ
り
を
も
っ
た
人
物
と
、
そ
の
交
際
の
内
実
を
知
り
う
る
の
み
で
な

m
 
く
、
新
島
害
簡
と
相
互
補
完
の
関
係
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

解
題
・
河
野
仁
昭

■
第
川
巻
『
新
島
襄
の
生
涯
と
手
紙
』
(
訳
)

A
 
.
 
S
 
.
ハ
ー
デ
ィ
ー
縞
著
解
題
・
北
垣
宗
治

編
著
者
ン
.
 
m
.
工
山
昌
は
、
新
島
襄
の
恩
人
ア
ル
フ
ィ
ー
ア
ス
.
ハ

デ
ィ
ー
夫
妻
の
三
男
で
、
大
学
教
授
で
あ
り
、
作
家
で
あ
り
、
外
交
官
で
も

あ
っ
た
人
で
、
新
島
と
は
兄
弟
の
ご
と
く
交
わ
っ
た
。

彼
は
、
新
島
が
両
親
に
寄
せ
た
手
紙
や
、
父
の
求
め
に
従
っ
て
書
い
た

「
脱
国
の
理
由
」
、
「
青
春
時
代
」
(
芽
 
k
0
号
如
含
ご
傷
)
な
ど
の
編
を

思
い
立
ち
、
わ
ぎ
わ
ざ
調
査
の
た
め
に
来
日
す
る
ほ
ど
の
綿
密
周
到
な
調
査

を
こ
れ
に
加
え
て
、
新
島
永
眠
の
翌
年
、
明
治
二
十
四
(
一
八
九
一
)
年
に

ト
N
X
価
袋
ミ
ト
N
肆
§
 
0
＼
、
会
ミ
鵡
R
§
之
爲
§
令
と
題
し
て
、
ボ
ス

ト
ン
か
ら
上
梓
し
た
。
新
島
そ
の
人
に
、
直
接
そ
の
生
涯
を
語
ら
し
め
よ
う

と
し
た
こ
の
書
は
、
早
く
か
ら
新
島
を
知
る
上
で
不
可
欠
の
文
献
と
さ
れ
て

き
た
。
訳
者
は
北
垣
宗
治
教
授
で
あ
る
。

(
四
月
発
売
)

解
題
・
杉
井
六
郎

《
既
刊
》
第
1
回
配
本
/
第
1
巻
教
育
編
・
頒
価
・
六
、
 
0
0
0
円

第
2
回
配
本
/
第
2
巻
宗
教
編
・
頒
価
・
七
、
 
0
0
0
円

第
3
回
配
本
/
第
5
巻
日
記
・
紀
行
編
・
頒
価
・
七
、
 
0
0
0
円

第
四
回
配
本
/
第
W
巻
新
の
生
涯
と
手
紙
(
四
月
刊
行
)

お
問
い
合
わ
せ
は
同
志
社
収
益
事
業
課
(
電
0
七
五
1
二
五
一
1
三

0
三
八
)
ま
で

ー、ーー)(紹
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新
島
基
金
に
ょ
る
新
島
講
座
に
つ

、

て

し

伺
志
社
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
同
記
念
事
業
寄
付
金
の
一
部
に
ょ
り
新
島

基
金
が
設
立
さ
れ
ま
し
九
。

0
新
基
金
の
目
的

新
島
基
金
は
、
同
志
社
立
学
の
精
神
に
も
と
づ
き
、
人
間
教
育
を
強
化
し
、
教
育
内

容
の
高
度
化
を
図
り
、
教
責
研
究
の
国
際
交
流
を
推
進
し
、
も
っ
て
一
国
の
良
心
た

り
う
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

基
金
の
果
実
を
も
っ
て
ω
新
島
講
座
の
開
設
②
新
六
な
奨
学
制
度
の
開
設

③
教
育
.
研
究
の
国
際
交
流
の
推
進
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
七
回
新
島
講
座

昨
年
十
月
十
五
日
(
月
)
・
十
六
日
(
火
Y
十
七

日
(
水
)
の
二
日
に
わ
九
り
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
(
S

O
A
S
)
教
授
、
暑
嵒
子
部
長
、
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ

ン
リ
ー
・
ロ
ウ
ビ
ン
ズ
博
士
を
迎
え
て
ハ
ム
器
座

と
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ウ
ビ
ン
ズ

教
授
は
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ン
ド
ン
学
派
の
代
表
者
と

し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
ア
メ
リ
カ
を
含
め
て
憶

界
的
に
言
語
学
の
研
究
に
指
導
的
役
割
り
を
担
う

口
語
学
者
常
置
国
際
委
員
会
の
会
長
の
要
職
に
あ

る
碩
学
で
、
特
に
古
典
語
に
通
じ
た
広
い
視
野
か
、

今
日
の
一
嘉
学
を
歴
史
的
流
れ
の
中
に
経
づ
け

を
行
い
、
ま
た
、
英
語
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て

も
嘉
学
者
と
教
師
の
分
担
と
役
割
り
の
明
誓

規
定
を
行
っ
九
大
変
有
益
且
つ
釜
な
講
演
と
セ

ミ
ナ
ー
で
あ
り
ま
し
六
0

セ
ミ
ナ
ー

0
テ
ー
マ
・
「
冨
学
と
外
国
語
教
育
L

十
月
十
五
日
午
後
四
時
1
六
時

へ
、
、
、

黒
社
女
子
大
学
デ
ン
ト
ン
館
兪
室

方
0
テ
ー
マ
・
「
一
嘉
学
1
現
状
と
展
望
一
」

↓
^
^
^
日
^
^
^
^
ー
^
^

0
新
島
講
座

新
島
講
座
は
、
つ
ね
に
時
代
を
先
導
す
る
同
志
社
の
教
育
と
研
究
が
、
更
に
一
届
充

実
、
発
展
し
、
ま
た
そ
の
成
果
が
社
会
の
進
展
に
寄
与
す
る
よ
う
に
と
願
っ
て
新
島
基

金
の
目
的
事
業
の
一
つ
と
し
て
設
立
さ
れ
九
も
の
で
あ
り
、
内
外
の
碩
学
を
招
鵬
し
講

演
会
な
ど
を
開
催
す
磊
座
と
、
本
学
園
教
職
員
が
そ
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
東
京

壁
の
二
種
類
を
毎
年
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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つ
て
盛
合
理
に
第
七
回
新
島
講
座
を
終
了
し
ま
し

、

終
わ
り
に
こ
の
講
座
運
営
に
御
尽
力
下
さ
っ
た

関
係
各
位
に
対
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

咋
昨
年
十
一
月
十
七
日
(
土
)
東
京
・
ヤ
マ
ハ

ホ
ー
ル
(
中
央
区
銀
座
七
丁
目
九
1
十
四
)
に
て

新
島
講
座
第
五
回
東
京
公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
0

新
島
講
座
は
、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

新
島
襄
を
黒
し
て
一
九
七
九
年
か
ら
開
設
さ
れ

た
事
業
の
一
っ
で
、
立
学
の
精
神
を
基
盤
と
し
て

現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
研
究
の
幅
広
い
交
流

を
図
り
、
わ
が
国
の
学
術
・
文
化
の
進
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
0

新
島
講
座
に
は
、
内
外
の
硯
学
を
講
師
と
し
て

京
都
・
同
志
社
に
招
聰
し
て
開
催
し
て
ぃ
る
も
の

と
(
九
月
・
十
月
に
開
催
す
で
に
既
報
済
)
同

志
社
か
ら
講
師
を
派
遣
し
て
東
京
に
開
催
の
場
を

設
け
て
い
る
も
の
と
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

十
三
時
三
十
分
か
ら
始
ま
っ
九
講
演
会
は
、
木

枝
総
長
代
行
の
あ
い
さ
つ
、
園
部
庶
務
部
長
の
司

会
で
大
谷
實
同
志
社
大
学
法
学
部
教
奨
島
尾
永

於
、
同
志
社
大
学
寧
静
館
会
議
室

公
器
演
会

0
テ
ー
マ
・
「
わ
れ
わ
れ
は
喜
を
ど
ぅ
捉
え

て
き
た
か
」

十
月
十
七
日
午
後
一
時
三
十
分
1
三
時

於
、
同
志
社
女
子
大
学
心
和
館
三
0
一
番
教

室

二
日
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
に
は
そ
れ
ぞ
れ
八
十
名

と
六
十
名
内
外
の
参
加
者
が
熱
心
に
需
を
行

殊
に
、
現
在
の
チ
,
ム
ス
キ
ー
に
代
表
さ
れ

)
、

しる
理
論
と
ア
メ
リ
カ
の
構
造
嘉
学
の
古
典
的
存

在
と
さ
れ
る
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
学
問
に
対

す
る
科
学
的
態
度
を
鋭
く
対
比
し
、
後
者
の
多
言

語
に
関
す
る
知
識
を
基
盤
と
し
た
解
析
手
法
に
も

t

価
値
寵
め
る
迫
力
あ
る
ロ
ウ
ビ
ン
ズ
教
授
の
発

言
は
、
参
加
者
に
新
し
い
興
奪
を
呼
ん
だ
観
が
あ

り
ま
し
た
0

翌
十
七
日
の
講
演
会
は
四
百
数
十
名
の
参
会
者

を
得
て
大
教
室
は
満
員
の
盛
況
と
な
っ
た
。
同
志

社
女
子
大
学
岡
野
学
長
の
挨
拶
の
後
、
同
志
社
大

学
経
済
学
部
岡
田
妙
教
授
の
通
訳
で
、
ロ
ウ
ビ
ン

ズ
教
授
の
最
も
得
意
と
さ
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か

ら
現
代
に
至
る
喜
観
の
変
遷
を
辿
る
講
演
が
行

わ
れ
九
。
喜
に
対
す
る
考
え
方
が
科
学
と
し
て

発
展
し
た
地
域
と
し
て
、
イ
ン
ド
、
古
代
ギ
リ
シ

ヤ
、
中
国
、
ア
ラ
ビ
ア
の
四
文
化
地
域
を
挙
げ
、

そ
の
う
ち
、
イ
ン
ド
と
ア
ラ
ビ
ア
は
サ
ン
ス
ク
リ

ツ
ト
や
コ
ー
ラ
ン
等
の
宗
教
的
影
響
を
受
け
て
研

究
が
な
さ
れ
九
こ
と
等
、
興
味
あ
る
問
題
を
提
示

し
、
ギ
リ
シ
ャ
ー
ラ
テ
ン
ー
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ー
近

代
1
現
代
に
至
る
各
時
代
に
つ
い
て
の
ロ
ウ
ビ
ン

ズ
教
授
の
喜
観
を
大
系
的
に
述
べ
る
博
識
の
程

に
、
ま
た
喜
理
論
は
複
数
の
異
な
る
立
場
を
取

り
得
る
と
す
る
教
授
の
見
識
に
、
参
加
者
は
深
い

感
銘
を
受
け
た
。
予
定
さ
れ
た
一
時
間
年
は
瞬
く

閻
に
過
ぎ
た
が
内
容
は
誠
に
充
実
し
た
講
演
を
も

ラスフ
'1 ^
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康
同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
の
順
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

〔
演
題
な
ら
び
編
師
〕

0
最
近
の
医
療
問
題

(
安
楽
死
、
尊
厳
死
、
脳
死
他
)
と
法
律

同
志
社
大
学
法
学
部
教
授

大
谷
實
氏

0
新
島
襄
と
科
学

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授

島
尾
永
康
氏

大
谷
寳
教
授
の
謡
(
写
聖
)
は
、
私
達
の

身
近
な
問
題
で
も
あ
る
医
療
を
め
ぐ
る
法
律
問
題

を
テ
ー
マ
に
、
医
師
と
患
者
の
関
係
の
適
正
化
、

医
療
上
の
畿
と
医
療
の
責
任
、
新
し
い
技
術
が

生
ん
だ
輪
問
器
こ
れ
ま
で
の
い
く
つ
か
の
判

例
に
も
と
づ
き
解
説
さ
れ
、
ま
た
、
医
療
機
器
の

発
達
に
ょ
る
生
命
鴛
治
療
の
開
発
、
柏
物
状
態

と
脳
死
状
態
、
死
へ
の
末
期
症
状
に
対
す
る
治
療

と
患
者
家
族
の
謬
に
関
す
る
輪
的
見
解
に
つ

い
て
、
そ
し
て
、
私
達
今
一
番
関
心
の
あ
る
脳
死

問
題
K
つ
い
て
、
そ
の
提
言
と
し
て
、
問
題
の
所

在
、
過
剰
医
療
の
回
避
、
臓
器
移
植
等
先
生
の
研

ま
究
成
果
が
多
く
含
ま
れ
光
興
味
あ
る
内
容
の
講
演

で
し
た
。

同
教
授
の
主
要
著
書
に
は
、
「
刑
事
責
任
の
基

礎
」
成
文
堂
、
「
人
格
責
任
論
の
研
究
」
慶
応
通

信
、
「
刑
事
改
正
と
イ
ギ
リ
ス
刑
事
法
L
 
成
文
堂
、

「
犯
罪
披
害
者
と
補
償
」
日
本
経
済
新
聞
社
、
「
刑

法
講
義
各
論
」
、
「
刑
法
講
義
総
論
」
、
成
文
堂
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

次
に
島
尾
教
授
(
写
真
下
)
は
、
江
戸
幕
府
の

軍
艦
教
授
所
で
学
ん
だ
新
島
襄
の
洋
学
は
、
数
学

を
中
心
と
す
る
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
り
、
し
か

も
航
海
に
必
要
な
天
測
計
算
を
お
こ
な
い
う
る
実

用
的
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
こ
と
、
渡
米
後
、
由

緒
あ
る
名
門
一
局
校
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ

ー
に
学
ぷ
新
島
は
、
解
析
幾
何
学
と
円
錐
曲
線
論

を
学
び
つ
づ
い
て
進
学
し
た
ア
ー
モ
ス
ト
カ
レ
ッ

ジ
で
は
、
ル
ー
ミ
ス
著
の
「
解
析
幾
何
学
・
讐

分
学
要
綱
」
の
教
科
書
で
つ
い
に
饗
分
ま
で
達

し
、
新
島
が
ア
メ
リ
カ
の
李
の
正
規
の
課
程
を

履
修
し
た
取
初
の
日
本
人
で
あ
り
、
ま
た
正
規
の

羅
で
微
積
分
ま
で
の
一
塁
教
学
を
学
ん
だ
最
初

島尾永康教授
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の
日
本
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
新
島
所
蔵
の
教
科
書

介
ノ
ー
ト
か
ら
調
べ
ら
れ
、
帰
国
後
同
志
社
英
学
校

紹
設
立
と
と
も
に
、
科
学
教
育
に
も
力
を
注
い
だ
新

島
を
知
る
う
え
で
の
興
味
あ
る
講
演
内
客
で
し

な
お
、
同
教
授
の
主
要
著
書
に
は
、
「
物
質
理

論
の
探
求
」
岩
波
書
店
、
「
科
学
の
歴
史
」
創
元

社
、
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
」
岩
波
書
店
、
訳
書
と
し
て
、

「
ギ
リ
ス
ピ
ー
科
学
思
想
の
歴
史
」
み
す
ず
書
房
、

「
ニ
ユ
ー
ト
ン
光
学
L
 
岩
波
文
庫
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

こ
れ
ら
新
島
講
座
の
講
演
内
容
は
、
後
日
開
催

ご
と
に
ま
と
め
公
刊
し
、
同
志
社
収
益
事
業
課
で

頒
分
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

1
m
↓
d
口
一
誘
 
0
弔
]
O
Z
ン
一
エ
ン
Z
 
則
口
・

名
ン
召
m
、
⑦
ン
冨
d
四
、
↓
ン
k
げ
0
刃

8
が
男
弓
0
詞
ン
Z
ご
乏
戸
昌
)
冨

〕
)
ミ
則
m
1

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
り
チ
ャ
ー
ド
.
一
フ

イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
博
士

頒
価
一
、
三
0
0
円

(
第
二
回
講
座
)

0
「
↓
工
則
男
0
剛
誘
m
-
C
Z
ン
冨
N
ン
↓
一
O
Z

0
司
 
m
6
局
Z
n
則
」

1
剛
謬
Z
δ
判
.
一
§
1
一
器
⇔
.
δ
0
冨
「
ン
刈
昌

↓
0
 
↓
工
国
 
d
Z
一
↓
昌
 
m
↓
ン
↓
拐
.

邑
0
1
一
如
谷

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
チ
ャ
ー
ル
ズ

ク
ー
ル
ス
ト
ン
・
ギ
リ
ス
ピ
ー
博
士

頒
価
七
0
0
円

(
第
三
回
講
座
)

O
 
n
エ
ン
0
-
Z
0
 
男
一
↓
一
m
工
ぐ
局
乏
m
 
0
剛

〕
ン
司
ン
Z
 
m
-
Z
δ
則
↓
工
則
一
中
↓
工
δ
周
Z
↓
d
・

異
」ロ

ン
ド
ン
大
学
(
m
C
ン
m
)
教
授
・
日
本
研
究

所
所
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ビ

ー
ズ
リ
ー
博
士

頒
価
未
定

(
第
四
回
新
島
講
座
)

0
「
環
境
と
法
律
L

ー
ハ
ー
ヴ
ブ
】
ド
・
ロ
ー
.
ス
ク
ー
ル
で
教

え
て
ー

元
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
・
現
東
京
大
学

法
学
部
教
授
藤
倉
皓
一
郎

(
第
一
回
東
京
講
座
)

新
島
講
座
・
講
演
内
容
公
刊
に

つ
い
て

0
「
↓
罵
冥
如
男
ン
炉
)
昌
m
 
↓
0
呈
K
」

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
副
学
長

プ
ロ
ッ
サ
ー
・
ギ
フ
ォ
ー
ド
博
士

頒
価
七
0
0
円

露
一
回
講
座

0
「
m
↓
冨
ン
冨
m
 
0
剛
 
0
如
ン
δ
則
」

0
「
時
間
と
人
間
の
経
済
活
動
」

同
志
社
大
学
経
済
学
部
教
授
楙
原
胖
夫

(
第
一
回
東
京
講
座
)

0
「
白
砂
を
訪
ね
て
」

1
鳴
き
砂
の
秘
密
1

伺
志
社
大
学
工
学
部
數
授
三
輪
茂
雄

露
二
回
東
京
講
座
)

0
 
縁
起
絵
巻
の
世
界
」

1
日
本
人
の
信
仰
に
関
連
し
て
ー

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
笠
井
昌
昭

(
第
三
回
東
京
講
座
)

0
 
財
閥
の
家
憲
と
華
族
の
家
憲
」

ー
と
く
に
財
産
管
理
に
つ
い
て
ー

同
志
社
大
学
商
学
部
教
授
安
岡
重
明

(
第
三
回
東
京
講
座
)

0
「
新
島
襄
全
集
を
め
ぐ
っ
て
」

1
新
島
襄
と
仏
教
徒
九
ち

学
校
法
人
同
志
社
社
史
資
料
室
室
長

河
野
仁
昭

(
第
四
回
東
京
器
)

0
「
同
志
社
ラ
ク
ビ
ー
と
と
も
に
」

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
岡
仁
詩

(
第
四
回
東
京
講
座
)

各
冊
子
と
も
頒
価
五
0
0
円

発
行
者
・
学
校
法
人
同
志
社

取
扱
い
・
同
志
社
収
益
事
業
課

(
電
話
0
七
五
二
五
三
0
三
七
t
八
)

九
0

-144-




